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都
城
市
史
』
'
都
城
史
談
会
'
一
九
八
九
年
)
0

『
都
城
市
史
』
　
(
都
城
市
'
一
九
七
〇
年
)
0

｢
は
じ
め
に
｣
　
(
『
都
城
市
史
』
一
九
七
〇
年
)
｡
そ
の
概
略
を
示
す

と
次
の
よ
う
で
あ
る
｡
①
町
制
市
制
施
行
の
歴
史
は
重
複
し
て
差
支
え

な
い
か
ら
三
十
年
史
補
遺
の
つ
も
り
で
調
査
す
る
｡
②
都
城
は
古
来
文

教
の
府
と
し
て
自
負
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
'
教
育
都
城
の
面
目
が

あ
ら
わ
れ
る
よ
う
注
意
す
る
｡
③
民
族
精
神
･
愛
郷
心
･
愛
国
心
痛
蓑

の
資
と
な
る
よ
う
意
図
す
る
こ
と
｡

拙
稿
｢
『
庄
内
地
理
志
』
刊
行
ま
で
の
経
緯
｣
　
(
『
都
城
市
史
史
料
編

近
世
-
』
'
二
〇
〇
t
年
)
｡

平
成
十
六
年
度
か
ら
開
催
し
た
｡

平
成
十
三
年
五
月
十
三
日
に
『
庄
内
地
理
志
』
発
刊
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
　
｢
近
世
日
本
の
地
誌
と
地
域
社
会
｣
'
ま
た
事
業
終
了
後
に
'
都

城
市
史
完
成
記
念
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
｢
伝
え
よ
う
!
地
域
の
記
録
と

記
憶
｣
を
開
催
し
た
｡

な
お
'
『
庄
内
地
理
志
』
に
は
い
-
つ
か
の
写
本
が
あ
り
､
今
回
の

調
査
で
は
そ
の
す
べ
て
を
撮
影
す
る
こ
と
に
し
た
｡
詳
細
は
次
章
参
照
o

い
ず
れ
も
平
成
十
六
年
(
二
〇
〇
四
)
　
十
月
十
六
日
付
で
報
道
き

た
｡
｢
都
城
島
津
家
'
一
一
二
二
点
寄
贈
'
貴
重
な
史
料
市
に
｣
　
(
戟

日
新
聞
､
宮
崎
)
｡
｢
都
城
島
津
家
史
料
群
一
万
点
､
市
に
移
管
｣

(
読
売
新
聞
'
宮
崎
)
｡
｢
都
城
島
津
の
史
料
　
市
に
寄
贈
　
二
八
代
久

厚
さ
ん
所
蔵
史
料
二
二
二
点
｢
長
-
保
存
し
て
｣
｣
　
(
毎
日
新
聞
､

宮
崎
)
｡
｢
『
島
津
家
』
史
料
　
都
城
市
に
寄
贈
　
総
数
一
万
点
｣
　
(
宮

崎
日
日
新
聞
'
一
面
)
　
｢
歴
史
物
語
る
名
家
の
宝
｣
　
(
宮
崎
日
日
新
聞
､

二
六
面
)
｡
｢
都
城
島
津
家
'
都
城
市
に
史
料
一
一
二
二
点
寄
贈
国
の

重
文
一
括
指
定
目
指
す
　
国
内
最
古
朝
鮮
国
王
国
書
な
ど
｣
　
(
西
日
本

新
聞
､
宮
崎
)
0

｢
都
城
島
津
家
の
名
宝
｣
と
称
す
る
特
別
企
画
展
示
会
｡
平
成
十
七

年
一
月
八
日
か
ら
二
十
四
日
)
　
で
'
四
二
六
三
人
の
入
館
者
数
(
一
日

平
均
入
館
者
数
三
〇
四
人
)
　
で
あ
っ
た
｡
な
お
､
二
週
間
に
限
定
し
た

の
は
'
史
料
の
保
存
環
境
を
考
慮
し
て
の
こ
と
で
あ
る
｡
現
在
の
都

城
歴
史
資
料
館
は
､
全
木
造
の
た
め
に
耐
火
性
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

欠
け
る
き
ら
い
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
｡

(
1
 
8
)
　
都
城
歴
史
資
料
館
の
入
館
者
数
は
'
最
近
減
少
傾
向
に
あ
る
｡
平
成

九
年
度
は
'
一
万
l
七
二
七
人
で
あ
っ
た
が
'
平
成
十
l
年
度
一
万
八

八
一
三
人
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
し
'
特
別
企
画
点
の
行
わ
れ
た
平
成

十
六
年
度
は
'
前
年
度
が
七
三
三
九
人
で
あ
っ
た
の
に
対
し
'
一
万

二
四
一
人
の
入
館
者
数
と
な
っ
た
｡
し
か
し
'
そ
の
後
'
入
館
者

数
は
ま
た
減
少
し
､
平
成
十
八
年
度
は
六
九
四
1
人
で
あ
っ
た
｡

(
1
 
9
)
　
｢
都
城
島
津
家
の
歴
史
と
名
宝
｣
と
称
す
る
特
別
企
画
展
示
会
｡
平

成
十
七
年
四
月
二
十
三
日
～
五
月
十
五
日
ま
で
の
期
間
(
展
示
実
日
数

二
十
1
日
)
　
で
､
一
万
l
三
六
六
人
の
入
館
者
数
(
1
日
平
均
入
館
者

数
五
四
一
人
)
　
で
あ
っ
た
｡

(
2
0
)
　
『
宮
崎
県
史
　
史
料
窟
』
中
些
一
'
都
城
島
津
家
文
書
八
-
(
九
)

｢
島
津
家
由
緒
覚
書
写
｣
｡

(
2
 
1
)
　
桑
波
田
輿
｢
外
様
藩
藩
政
の
展
開
-
薩
摩
藩
｣
　
(
『
岩
波
講
座
日
本

歴
史
1
0
』
岩
波
書
店
'
一
九
七
五
年
)
0

(
2
2
)
　
新
名
1
仁
｢
日
向
国
人
樺
山
氏
の
成
立
過
程
と
そ
の
特
質
｣
　
(
m
呂

崎
県
地
域
史
研
究
』
一
六
､
二
〇
〇
三
年
)
0

(
g
G
)
　
都
城
市
教
育
委
員
会
編
『
都
城
島
津
家
歴
代
史
』
｡
拙
稿
｢
鹿
児
島

藩
に
お
け
る
都
城
『
上
置
』
と
　
『
中
抑
≡
　
(
『
地
方
史
研
究
し
　
二
七

八
'
一
九
九
九
年
)
0

『
都
城
島
津
家
史
料
』
　
三
1
一
九
｡

『
都
城
島
津
家
史
料
』
一
-
二
｡

『
都
城
島
津
家
史
料
』
一
-
三
｡

『
都
城
島
津
家
史
料
』
一
-
四
｡

拙
稿
｢
薩
摩
藩
都
城
領
に
お
け
る
『
五
口
六
外
城
制
≡
　
(
『
宮
崎
県

地
方
史
研
究
紀
要
』
　
二
二
､
1
九
九
六
年
)
0
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(
g
i
)
　
拙
稿
｢
軍
氷
期
薩
摩
藩
に
お
け
る
都
城
『
上
置
』
設
置
に
つ
い
て
｣

(
『
宮
崎
県
地
域
史
研
究
｣
六
'
一
九
九
五
年
)
｡
同
｢
鹿
児
島
藩
に
お

け
る
都
城
『
上
置
』
と
『
中
抑
』
｣
　
(
『
地
方
史
研
究
』
　
二
七
八
'
一

九
九
九
年
)
0

(
!
3
)
　
朝
尾
直
弘
三
公
儀
｣
と
幕
藩
領
主
制
｣
　
(
歴
史
学
研
究
会
･
日
本

史
研
究
会
編
『
講
座
日
本
史
5
　
近
世
-
』
東
京
大
学
出
版
会
､
一
九

八
五
年
'
六
三
頁
､
後
に
『
将
軍
権
力
の
創
出
』
　
(
岩
波
書
店
､
一
九

九
四
年
)
に
収
撃
.
高
木
昭
作
『
日
本
近
世
国
家
史
の
研
究
』
　
(
岩
波

書
店
'
一
九
九
〇
年
､
二
二
頁
)
｡
た
だ
､
氏
は
軍
事
的
に
は
家
臣
の

自
律
性
は
発
揮
さ
れ
た
と
し
て
い
る
｡
柴
田
純
｢
武
士
の
精
神
と
な
に

か
｣
　
(
藤
井
譲
治
編
『
日
本
の
近
世
③
支
配
の
し
-
み
』
中
央
公
論
社
'

1
九
九
1
年
､
三
一
七
頁
)
｡
笠
谷
和
比
古
『
近
世
武
家
社
会
の
政
治

構
造
』
　
(
吉
川
弘
文
館
､
一
九
九
三
年
)
｡
笠
谷
氏
は
｢
近
世
的
国
制
は

専
制
的
な
性
格
の
も
の
で
は
な
-
､
合
議
決
定
型
の
構
造
を
有
す
る
｣

と
い
う
注
目
す
べ
き
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
が
､
｢
給
人
た
ち
が
自
己
の

知
行
地
に
対
す
る
個
別
的
で
自
由
な
支
配
を
失
い
'
大
名
の
｢
家
中
｣

に
包
摂
さ
れ
て
い
-
｣
　
｢
給
人
中
の
大
身
実
力
者
た
ち
は
大
名
家
の

｢
家
老
｣
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
-
｣
　
｢
大
名
家
は
大
身
家
臣
を

完
全
に
迎
え
入
れ
た
｣
と
さ
れ
る
｡

(
3
 
1
)
　
高
野
信
治
『
近
世
大
名
家
臣
団
と
領
主
制
』
　
(
吉
川
弘
文
館
'
一
九

九
七
年
)
｡
同
『
藩
国
と
藩
輔
の
構
図
』
　
(
名
著
出
版
'
二
〇
〇
二
年
)
0

1
･
F
･
モ
リ
ス
　
『
近
世
日
本
知
行
制
の
研
究
』
　
(
清
文
堂
'
一
九
八

八
年
)
｡
吉
村
豊
雄
『
近
世
大
名
家
の
権
力
と
領
主
経
済
』
　
(
清
文
堂
'

二
〇
〇
一
年
)
｡
磯
田
通
史
『
近
世
大
名
家
臣
団
の
社
会
構
造
』
　
(
東
京

大
学
出
版
会
､
二
〇
〇
三
年
)
｡
根
岸
茂
夫
『
近
世
武
家
社
会
の
形
成

と
構
造
』
　
(
吉
川
弘
文
館
'
二
〇
〇
〇
年
)
0

(
軍
　
筆
者
は
､
こ
う
し
た
観
点
で
都
城
島
津
家
の
自
律
性
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
た
い
-
つ
か
の
研
究
成
果
を
報
告
し
て
い
る
｡
｢
寛
永
期
薩
摩
藩

に
お
け
る
都
城
『
上
置
』
設
置
に
つ
い
て
｣
　
(
『
宮
崎
県
地
域
史
研
究
』

六
'
一
九
九
五
年
)
､
｢
薩
摩
藩
都
城
領
に
お
け
る
『
五
口
六
外
城
利
己

(
F
宮
崎
県
地
方
史
研
究
紀
要
』
　
二
二
'
一
九
九
六
年
)
'
｢
都
城
島
津

氏
と
諏
訪
神
社
祭
礼
｣
　
(
『
宮
崎
県
地
域
史
研
究
』
九
二
〇
合
併
号
'

一
九
九
七
年
)
､
｢
鹿
児
島
藩
に
お
け
る
都
城
『
上
置
』
と
｢
中
抑
｣
｣

(
｢
地
方
史
研
究
』
二
七
八
'
一
九
九
九
年
)
'
｢
近
世
前
中
期
に
お
け

る
鹿
児
島
藩
と
都
城
｣
　
(
『
都
城
地
域
史
研
究
』
六
'
二
〇
〇
〇
年
)
､

｢
中
近
世
移
行
期
に
お
け
る
島
津
氏
の
権
力
編
成
と
北
郷
氏
｣
　
(
『
立
正

史
学
』
九
五
'
1
1
0
〇
四
年
)
0

全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会
｢
文
書
館
用
語
集
』

(
大
阪
大
学
出
版
会
､
一
九
九
七
年
､
三
九
頁
)
0

昭
和
六
三
年
六
月
丁
目
総
理
府
内
閣
官
房
長
官
の
施
行
通
達
｢
公
文

書
館
法
の
解
釈
の
要
旨
｣
｡

｢
責
務
｣
に
つ
い
て
は
､
｢
義
務
｣
と
は
異
な
り
'
国
･
地
方
公
共

団
体
が
歴
史
資
料
の
収
集
･
保
存
･
公
開
に
つ
い
て
､
自
ら
が
行
う
べ

き
こ
と
で
あ
る
と
確
認
す
る
意
味
で
用
い
て
い
る
と
い
う
(
昭
和
六
十

三
年
六
月
1
日
捻
理
府
内
閣
宣
居
長
官
の
施
行
通
達
｢
公
文
書
館
法
の

解
釈
の
要
旨
｣
)
0

美
術
館
で
行
っ
た
と
き
に
も
展
示
ケ
ー
ス
が
な
い
た
め
に
'
掛
軸
を

や
む
を
得
ず
そ
の
ま
ま
展
示
し
た
｡

現
在
'
調
査
を
済
ま
せ
'
意
見
を
付
し
て
国
の
登
録
有
形
文
化
財
と

す
る
た
め
に
'
手
続
き
中
で
あ
る
｡

松
本
洋
幸
｢
指
定
管
理
者
制
度
と
地
域
資
料
館
-
横
浜
市
の
事
例

I
｣
　
(
｢
九
州
史
学
』
一
四
八
､
二
〇
〇
七
年
)
0


